

















































































如く、 “一つでなければならない”というべきだと考えられるにもかかわらず、一経に両宗があることについて、 「きわめて独自なこと」 、 「人間に心臓が二つあるというようなことと同じで、一つの経典に宗が二つあるというのはあり得ない
」（５）「円に二つの中心があると言っているのに





解釈が施されている。解釈の主流となって る 法然の解釈を元にする「廃立釈」である。法然の解釈の原文は次のようで る。
斯経観佛三昧為宗、亦念佛三昧為宗。既以二行為一経宗、何廃観




























































































































































































経は念仏を勝縁と為すと述べた。つまり、 『観経』が念仏を勧め 経であることを明らかにしたの 、善導一人だけではないのである。
ところが、 「独り」とは観経を解釈する浄影天台等の諸師に対するも
のだといえば、 「善導独り」にこめられた善導こそ 意味合 が曖昧になる ではないか。
では、善導独自の確かめ、つまり今までの諸説に説かれなかった善導






思議だ」と感じなくなってしまった。善導や親鸞がこれほど注意深く指摘してくれているにもかかわらず、あまりにも不注意だったではないかと思います。その結果、仏説としての『観経』の意義を見失ってしまったように思われてなりません。 （中略）あの状況で韋提希に対して〈ただ念仏すべし〉といっても、韋提希は絶対 受け付けないだろう、と釈尊が判断したからではないか。 （中略） 「念仏ぐらいで何ができる」 考えるのは、今日 人間にとってごく当たり前の感覚 はないか。 （中略） 三昧を勧められ 「なぜこの私に念仏なのかと感じるの 韋提希と私だけではありません。 」
『観経』の三心とは、それを具足しようと努力した結果として成













調した者もいるし、論理的にそれを証明する者もいるが、それは、あくまでも理性的な思考の結晶である。理性的な思考に訴え 教えは、言葉が言語の線状 と呼ばれる性質をもち、同時に二つ以上のメッセージを発することができない。発信者は、時間（音声言語）と空間（文字言語）の流れに沿って伝え、それを受 線的に受け止めることになる。
それに対して、善導は「仏説」の重層性に注目し、言葉意味論に陥り
がちな従来の常識的な解読に対して、教えを説く「仏」の身の多次元性に注目し、仏 多次元 身 「不一不異」の関係に秘められてい 密意を明らかにしようとする。
経典において、仏に説かれる法は、三乗・天・人に説かれる世間の法
と異なり、真実の教であるこ を示していると同時に そ 真実の教である法を説く仏の口も世間のも 異なり、 「金口」であること も強調している。
仏以金口自宣説法。為顕金口之法
, 以別三乗、天、人之説。 （中




































いて、実在する韋提希や阿難に向かって、歴史上の人物である釈迦牟尼の身として説いていながら、有限的な時・空間の構造と質を異にする未来世 時・空間に存在する一切衆生に語る語り手である超越的な存在である。説き手の位置は物語世界の内と外ではっき 区別す こ もできない現実性と超越性の輪郭線が暈かされている。この曖昧な位置に存在





























 “密” ）義あり。 「顕」というは、すなわち




















ある世尊の間の会話も常識的に行われる。こういう場合に 世尊に説かれる「十六観門」という言説を意味の中心にすえ 。聞き手である韋提希は言葉の意味に指示されるとおりに実 する。
ところが、善導は定散二 を勧めることを述べながら、 「汝是凡夫心
想贏劣未得天眼不能遠観（汝はこれ是凡夫な 。心想贏劣 して未だ天眼を得ざれば遠く観ることはあたわず） 」という『観経』の文を引用して、 「衆生垢重。智慧浅近」 （衆生は垢が重く、智慧は浅近なり） 、 「定観難成」 （定観は成し難し）と断言する。つまり、衆生が自力で観仏し






































変貌に伴い、発声する主体である仏（応化身）は、おのずから法の音を発する元である法の働きそのものへと変貌する。いわゆる応化身から報身・法身への転換である。この転換 中に、観仏と念仏 境界線が融され、同一の三昧 よって渾然一体となっている。
声と音、意味と音声が絡み合う響きの中に一つ一つの言葉の意味が現










































































を求める聞き手が、音（法の音）そのものに働 されて、身心の奥底から共鳴を生じ、ついに「南無阿弥陀仏」の声が引き出され 。その瞬間、 「即悟恒沙三昧門」と
即ただち
に三昧門を悟る。これは存在の奥から発
する念仏の声と、釈尊の阿弥陀仏を賛嘆す 声・法 音と合流す 瞬間であり、 三昧 獲る瞬間である。
ここで、善導は仏教の教えの奥深い真実に入る道を開示している。従
























意味伝達の機能が終わり、生身の人間である釈尊という説き手の不在によって、言葉 働き 消 てしまう。ところが、 「法音灌心毛孔入」という善導の受け止めの場合は、如来の声（法の音）が心身に沁みこみ、人々の感覚に届くことにな （酬報する） 。それによって、 の働きがその場に聞法する韋提希や阿難に届くのみならず、時間と空間の枠破り、 千年後の善導にも、そ 千七百年後の親鸞にも、また、そ二千五百年以降の私たち も届くようになる。
「法音灌心毛孔入」という一文は、説き手である如来の音声言語が多








の感覚を持続させながら、梵音の響きと釈尊の肉声 合音となって響く空間も「円融至徳の嘉号」 融合され いく。個々 時点において構成される意味的なシステムは、音と音が響きあう中 、無限な時空に響き渡り、ハーモニーが生じてくる。
しかも、聞法する行為を停止し、生の日常に戻っても、聞法の瞬間に
獲た多次元的なメッセージは存在の中に持ち続けら 。音 声がなお相互に反応し続け 聞法者 中から、念仏の声を引き出す。その声の響きの中に、聞法者があり、 「南無阿弥陀仏」が生 日常を生き のである。
おわりに
以上の考察を踏まえていえば、 「以観佛三昧為宗、亦念佛三昧為宗」






































曇鸞によって、念仏の が生かさ ることになる。曇鸞は、厳密な論理性 他力念仏の強固な理論体系を築き上げ がらも、彼が説いたのは、思考 訴え 教えである。道綽は、曇鸞の教え受け継ぎ、他力念仏の理論を強化し、広めた。善導は 曇鸞や道綽えを基に、他力念仏の教えを深めた。また、自ら 法と深く出会う体験を参入させ、仏 の多次元性 明らかにし、 持つ機能 復活させる。さらに 思惟と感覚が総合媒介 という 多次的にメッセージを受信する可能性を示し 観 ・観仏三昧・ 三昧が通い合うルートを開示してい 。それは古今 常識に定着した人間心理や感覚に揺さぶりをかけ、経典の受け止め 次元的に更新する道を明ら にしたのである。親鸞は、
是以、経（観経）言「教我観於清浄業処」 。清浄業処者、則是本
願成就報土也。言教我思惟者、即方便也。言教我正受者、即金剛真心也」 。 （ここをもて、経（観経）には「教我観於清浄業処」と言え































































































































































































































































































































































































＃本論の中の書き下し文は、 『真宗聖典』 ・ 『真宗聖教全書』を参照しながら、
作者自身の読み取りを踏まえて読み下したのである。
